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ユニット 9	
  
自然災害：歴史から学ぶこと  

 
 
このユニットで考えること  (Essential Questions) 
 
自然災害は世界のどこでも起こり、同じような災害が繰り返されることが多い。災害が

起こった時に、そして、それが繰り返される時に、人は何を学ぶのだろうか。そのよう

な苦い経験を繰り返さないために、どのような自覚をもち、何をしなければならないの

だろうか。 
 
Natural disasters occur anywhere in the world, and people repeat the same mistakes on natural 
disaster prevention. What can we learn when a disaster occurs and the same mistakes are made 
over and over again? What can we do to raise disaster awareness so as not to make these same 
mistakes again? 
 
 
はじめに  
  
1.   グループで話し合いましょう。 

1.1. みなさんは、地震
じしん

、津波
つなみ

、台風、竜巻
たつまき

、ハリケーン、山火事などの自然災害にあ

ったことがありますか。又はそのような災害にあった人の話を聞いたことがあり

ますか。それはどんな災害でしたか。その災害は今までに何度もありましたか。

そのような災害にあったことがない人、知り合いにもいない人は、今までに読ん

だ新聞記事やテレビのニュース等から知っていることを話してください。 
 

 
 
 

1.2. 災害後、人々はよく同じ所に家や農場を建て直したりします。例えば南カリフォ
ルニアの山地の山火事や、中西部の竜巻などの場合も、危ないことが分かってい

ても、人は同じ所に住み続けます。これはどうしてだと思いますか。 
 
 
 
 
1.3. 災害がよく起こる地方に住んでいる人は、どのような防災準備が必要だと思いま

すか。特に地震や津波についてはどうですか。 
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2. ここでは三陸地方に起こった地震と津波について考えます。「三陸沖」というのは、
東北地方太平洋沖のことです。 
 
 

 

東北 (三陸
さんりく

) 地方で起こる地震は、震源地
しんげんち

によって「三

陸沖北部地震」、「三陸沖中部地震」、「宮城県沖地

震」等と呼ばれています。この地方では、過去
か こ

に地震

と津波が何度もありました。次の表はその一例です。

この表をみて下の質問について考えてください。 
 

 
地震名 西暦 

年号 
マグニチュード 津波の高さ

（最大値） 
死者、行方

不明者数 

貞観地震   
じょうがんじしん   

 869 8.3-8.6 推定 10～30m 約 1,000人  
（870年から 1610年までは詳しい記録は残されていないが、1088年、1257年、1454年などに津波を

伴う大地震があったとされている。） 

慶長三陸地震
けいちょうさんりくじしん

 1611 8.1 約 20m 約 5,000人  

延暦八戸沖地震
えんりゃくはちのへおきじしん

 1677 7.4〜7.9 推定 6m  

宝暦八戸沖地震
ほうれきはちのへおきじしん

 1763 7.4〜7.9 推定 4〜5m  

寛政地震
かんせいじしん

 1793 8.0〜8.4 4〜5m 約 100人 

安政八戸沖地震
あんせいはちのへおきじしん

 1856 7.5～8 6m 38人 

明治三陸地震
めいじさんりくじしん

 1896 8.5 38.2m 約 22,000人  

昭和三陸地震   
しょうわさんりくじしん   

 1933 8.1 29.2m 約 3,000人  

十勝沖地震
とかちおきじし ん

（三陸沖北部地震
さんりくおきほくぶじしん

） 1968 7.9 5m 52人 

東日本大震災
ひがしにほんだいしんさい

 2011 9.0 40.1m 約 19,000人  

 
参考資料： 
http://jishin-station.jp/?p=51 ; http://www.coastal.jp/ttjt/index.php?過去の津波  
http://www.coastal.jp/tsunami2011/ ; http://www.bo-sai.co.jp/tunami.htm ; 
http://kojishin.iinaa.net/tohoku_list.html など 
 
 
2.1. 東北の三陸地方で起こったM8以上の津波を伴う大地震は、だいたいどのぐらい

の間隔で起こっているようですか。この地方では将来また大地震があると思いま

すか。それはいつごろだと思いますか。 
 
 
2.2. これらの記録を見て、次の世代の人々に伝えたほうがいいことがあると思います

か。それはどんなことですか。またどうやって伝えるといいでしょうか。 
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パート 1	
 津波と人間  
 
I．読む前に  
 

1. 「はじめに」の 2の表の地震の中でも特に被害の大きかった地震の後には「石碑
せきひ

」

が建てられました。次の表をみて以下の質問に答えてください。 
 
地震 貞観地震

じょうがんじしん

 
869年   

明治三陸
めいじさんりく

地震 
1896年 

昭和三陸
しょうわさんりく

地震

1933年 
東日本大震災
ひがしにほんだいしんさい

 
2011年 

建てられ

た石碑 

 
 

 
 

石碑のメ

ッセージ

（碑文
ひぶん

） 

（読めない） ここより下に家を建

てるな 
地震があった

ら津波の用心
ようじん

 

波来の地 

 
1.1. 「石碑」は何だと思いますか。皆さんの国にも石碑はありますか。また、石碑は

どんな時に、何のために建てられたと思いますか。 
 
 

1.2. 石碑の写真に書かれているメッセージ（碑文
ひぶん

）を読んでください。 
1.2.1. 貞観地震の石碑に書かれている文は読めません。なぜだと思いますか。 
 
 
1.2.2. これらの碑文は誰

だれ

のために書かれたと思いますか。答えは一つとはかぎりません。 
 

a.（	
 	
 ） 次の世代の人々 
b.（	
 	
 ） この津波を知らない人々 
c.（	
 	
 ） 亡くなった人々 

 
1.2.3. これらの石碑の碑文の目的は何だったと思いますか。正しいと思う答えをすべて

選んでください。 
 

a.（	
 	
 ） どこまで津波が来たか知らせて警告
けいこく

するため。 
b.（	
 	
 ） 三陸地方で大きな津波があったことを人々に知らせるため。 
c.（	
 	
 ） 津波で亡くなった人々のことを思い出すため。 
d.（	
 	
 ） 将来の津波の被害を減らすため。 
e.（	
 	
 ） 津波の高さを記録するため。 
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1.2.4. これらの石碑はどんな所に建てられたと思いますか。みなさんがこのような石碑
を建てるとしたら、どんな所に建てたいですか。その理由も話し合ってください。 
 
 
 

1.2.5. 次に津波が起こった時、このような石碑は役に立つと思いますか。またなぜそう
思いますか。 
 
 
 

1.2.6. 石碑があっても役に立たなくなってしまうこともあります。それはどんな時だと
思いますか。 

 
 

 
2. 右の表示を見てください。これは丘の上にあ
る神社に上る階段の途中にあります。 

2.1. 「津浪」は「津波」のことで、「四・一米」
は「4.1メートル」のことです。このサインは
何を表していると思いますか。 
 

 
 

2.2. この波は、いつ、何という地震の時に起こり
ましたか。 

 

 
 

2.3.  ▼の上に「ココマデ」と右から左に書いてあります。その下に赤い波線
（~~~~~~~）が見えます。これはどんな意味でしょうか。 
 

 
2.4.  東日本大震災の津波の後に
も、このような表示が作ら

れました。上の 2の表示と
合わせて、これらは何のた

めに作られたのか、もう一

度考えてください。 
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3. 読み物の中に出てくる語彙と漢字を見ましょう。 
3.1. 漢字から意味を推測して、読み方も書いてください。意味は日本語で分からなけ

れば英語で書いてもかまいません。 
 
漢字  意味 

改善 

改：新しくすること、変えること 
善：よいこと 

 

旧道 

旧：古い、前の 
道：みち、道路 

←→	
 新道 
 

自覚 

自：自分 
覚：分かること 

 

視察 

視：見ること 
察：調べて分かること 

 

事実 

事：ことがら 

実：実際
じっさい

、本当 

 

世知辛い 

世知：この世界の生活、暮らし 
辛い：からい、きびしい、つらい 

 

到着 

到：〜まで 
着：着くこと 

 

不用意 

不：〜でないこと、〜しないこと 
用意：準備すること 

 

平凡 

平：たいら、凸凹
でこぼこ

がないこと。 

凡：普通
ふつう

 

 

山蔭
やまかげ

 

山：山 
蔭：太陽があたらない暗いところ、隠れたところ 

 

予防 

予：前もって 

防：防
ふせ

ぐこと、守
まも

ること 
 

 
3.2. 上のリストから、適切な言葉を選んで、次の文の中に入れてください。 

 

a. Q：たけしさん、もう（	
 	
 	
 	
 ）しましたか。 

A：いいえ、まだ着いていませんよ。 

b. Q：このお寺には、この道を行けばいいですか。 

A：そこは新道ですから、こちらの（	
 	
 	
 ）を行ったほうがいいですよ。 

c. 準備しないで計画をたてたのは、（	
 	
 	
 	
 	
 ）だった。 
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d. （	
 	
 	
 	
 	
 ）な人生より、もっとドラマチックな人生をおくりたい。 

e. 新聞記者が被災地を（	
 	
 	
 	
 	
 ）して、（	
 	
 	
 	
 	
 ）を確かめた。 

f. 毎日冷凍食品ばかり食べているので、食生活を（	
 	
 	
 	
 	
 ）したい。 

g. 大学生としての（	
 	
 	
 	
 ）を持って、学生生活を送ってください。 

 

3.3. 次の漢字の読み方と意味を、線でつないでください。 
 

1)  
a. 対策	
 ・	
 	
  ・えんがん ・ ・状況等にあわせて行なう方法、手段 

b. 沿岸	
 ・	
 	
  ・まれ ・ ・悪いことが起こる前に知らせること 

c. 警告	
 ・	
 	
  ・みぜん ・ ・めったにないこと 

d. 現象	
 ・	
 	
  ・たいさく ・ ・自然界や人間界に形として現れるもの 

e. 稀	
 	
 ・	
 	
  ・けいこく ・ ・川や海にそった部分 

f. 未然	
 ・	
 	
  ・げんしょう・ ・前もって、何かが起こる前に 

 

2) 

a. 山腹	
 	
 ・	
  ・さんぷく ・ ・さびしくなる／にぎやかでなくなること 

b. 埋もれる・	
 	
 ・なんべん ・ ・何度、何回 

c. 寂れる	
 ・	
 	
 ・さびれる ・ ・山の真ん中、山の一番上と下の間 

d. 備える ・	
 	
 ・そなえる ・ ・前もって用意しておくこと 

e. 何遍 	
  ・	
 	
 ・うずもれ ・ ・何かに覆
おお

われて外から見えなくなること 

 

3.4. 下の	
 	
 	
 	
 の漢字にふりがなをつけ、適切な言葉を選んで文の＿＿＿＿の部分

に書き入れてください。 

a. 太平洋____________の国々は、地震が多い。 

b. 津波の＿＿＿＿＿＿がなかった。 

c. 不思議な＿＿＿＿＿＿が起こる。 

d. 環境を守るためにどんな＿＿＿＿＿＿があるだろうか。 
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e. 5月に雪がふるのは＿＿＿＿＿＿だ。 

f. トラブルを＿＿＿＿＿＿に防ぐことができなかった。 

g. 山頂までは無理でも、＿＿＿＿＿＿までは登りたい。 

 

対策	
 	
 沿岸       稀
まれ

        警告	
 	
 山腹	
       現象	
 	
 	
 未然  

 

3.5. 文の＿＿＿＿の部分に下の	
 	
 	
 	
 から適切な言葉を選び、必要な場合には形を
変えて書き入れてください (例えば「て―形」)。 
 

a. この町は＿＿＿＿＿＿＿てしまって、誰も外を歩いていない。 

b. 大雪で家が＿＿＿＿＿＿＿てしまった。 

c. 健康食を食べて病気を未然に＿＿＿＿＿＿＿＿ましょう。 

d. ＿＿＿＿＿＿＿＿していて、前の車にぶつかった  

e. 石碑が倒れて＿＿＿＿＿＿＿＿ている。 

f. 地震の後、津波が＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。 

 

押し寄せる 埋もれる	
 	
 うかうか	
 	
 寂れる	
 	
 ころがる	
 	
 防ぐ 

 
 
3.6. 次の下線を引いた言葉と同じ意味の言葉を右から選んで線でつないでください。 

 
a. 警告を永久的に残す   	
 ・  ・	
 引き起こす 

b. 石碑を人目につく所に置く  	
 ・  ・	
 しまうこともある 

c. 自然は災害をもたらす   	
 ・  ・	
 いつまでも 

d. 次第に低い所に家を建てる	
   	
 ・  ・	
 それしか方法がない 

e. 記念碑が埋もれてしまわないとも限らない・  ・	
 よく見える 

f. 忘れないように努力するより他はない。	
 ・  ・	
 だんだんと 
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3.7. 次の文を読んで、下線の言葉に一番近い意味を考えましょう。 
 

1) 地震の被害がニユースで報告された。 
 

a. 知らせること 
b. 自覚すること 
c. 防ぐこと 

 

2) 津波で家をなくした被災者たちは、避難所に集まった。 
 

a. 助けに来た人たち 
b. 自然災害にあった人たち 
c. 家を作る人たち 

 

3) 地震は数年ごとにある。 
 

a. 数年に一度 
b. 数年間毎年 
c. 数年後 

 

3.8. 上の 3) の「〜ごと」には、「その度
たび

に」という意味があります。例えば次のよう

に使います。	
  
 

三年ごとに、古いコンピュータを新しいコンピュータに買いかえます。 
 →	
 三年に一度、古いコンピュータを新しいコンピュータに買いかえます。 
 

それでは、次の下線の部分はどのように書きかえられるでしょうか。 
 

a. あの人は、半年ごとに引っ越しをしている。 
b. 数十年ごとに津波が来る。 
c. 夏は日ごとに日が長くなる。 

 
 
4. 以下についてグループで話し合ってください。 

4.1. 「はじめに」で見たように、三陸地方は大きな地震と津波に何度も襲
おそ

われ、その

度
たび

に大変な被害を受けました。このように繰
く

り返される災害に対して、その地方

の人々は対策
たいさく

を立ててきたと思いますか。もし対策があったとしたら、東日本大

震災の時に災害を未然
みぜん

に防
ふせ

ぐことができなかったのはなぜだと思いますか。もし

対策がなかったとしたら、それはなぜだと思いますか。 
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4.2. 以前の津波の後で、高台（高いところ）に移ることになった村もありましたが、
中には今まで住んでいた土地の低い所にまた家や店を建てた村がありました。外

部から引っ越して来て低い所に家を建てた人々もいました。これはどうしてだと

思いますか。 
 

 
 

4.3. 地震の後には津波が襲
おそ

ってくるということを、沿岸に住む人々は知っていたと思

いますか。もし知らなかったとしたら、それはなぜでしょうか。もし知っていた

のに逃げ遅れたたとしたら、それはなぜでしょうか。 
 
 
 
5. これから寺田寅彦という人が書いたエッセイを読みます。この人について家で簡単
に調べて来てください。資料は英語でも日本語でもいいです。 

 
 
 
II.	
 読んでみよう  

寺田寅彦
てらだとらひこ

 (1878-1935) は昭和三陸地震が起こった時に「津波と人間」を書きました。
これからオリジナルを簡単に書き直した読み物を読みます。寺田寅彦は「津浪」と

いう字を使いましたが、ここでは「津波」と変えました。 
 

1. 次の読み物を一度ざっと読んでください。 
 

段落 「津波と人間」(1933) 
寺田寅彦 (1878-1935) 

 
１ 	
 1933年 3月 3日の早朝に、東北の太平洋岸に津波が押し寄せて来て、沿

岸の小都市や村を破壊した。1896年 6月 15日に同地方で起こった「三陸大
津波」と同様の自然災害が 37年後の今日再び繰り返された。同じような現象
は、歴史に残っているだけでも、過去において何遍となく 繰り返されている。このこ
とから、同じ事は未来においても何度となく繰り返されるであろう。こんなに繰り返

される自然現象ならば、当然地方の住民はずっと前から何か対策を考えて

これに備え、災害を未然に防ぐことができていてもよさそうに思われる。

それが、実際はなかなかそうならないというのが、この人間界の人間的自

然現象であるように見える。 
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2 	
 学者側からは次のようなことがよく言われる。「この地方に数十年ごとに

津波が起こっている。それなのにこれに備える事もしないで、また強い地震

の後にはよく津波が起こることも自覚しないで、うかうかしているというの

は不用意千万である」。 
 

3 一方、被災者側は「それほど分かっている事なら、なぜ津波の前に間に合

うように警告してくれないのか。今まで黙っていて災害のあった後にそんな

ことを言うのはひどい」と言う。すると、学者の方では「それは、もう 10
年も 20年も前に警告を与えてあるのに、それに注意しないからいけない」
と言う。するとまた被災者は、「20年も前のことなど、この世知辛い世の中
でとても覚えてはいられない」と言う。 

 
4 災害直後に新聞社、学者が詳しい報告をする。そして、津波災害予防案が

発表される。そして 37年が経ったとする。その時には、当時の津波を調べ
た役人、学者、新聞記者はたいてい亡くなっているか、引退している。そ

して、災害当時まだ子供だった人たちの世界になっている。津波の経験か

ら、はじめは高い所だけに家を建てていても、5年経ち、10年経ち、15
年、20年経つ間に、やはり次第に低い所に移って行く。 

 
5 災害記念碑を建てて永久的に警告を残してはどうかという考えもある。し

かし、はじめは人目に付きやすい所に建てても、道路改修の度に移されて、

山蔭の中に埋もれてしまわないとも限らない。そして石碑が埋もれた頃に次

の津波がやってくる。 

 
6 三陸災害地を視察して帰った人の話を聞いた。ある地方では明治 29年の

災害記念碑を建てたが、それが今では二つに折れて、倒れたままになって

ころがっており、碑文などは全く読めないそうである。またある地方で

は、同様な碑を、山腹道路のそばで通行人の最もよく眼につく所に建てて

おいたが、その後新道が別に出来たために、記念碑のある旧道は寂れてし

まっているそうである。 
 

7 それからもう一つ意外な話は、地震があってから津波が到着するまでに

たいてい数十分かかるという平凡な科学的事実を知っている人が、非常に

稀だということである。前の津波にあった人でも、たいていそんなことは

知らないそうである。 
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8 「自然」は、繰り返す。紀元前 20世紀にあったことが紀元 20世紀にも全
く同じ様な災害が起こる。こういう災害を防ぐには、人間がもう少し過去

の記録を忘れないように努力するより他はないであろう。 
 

出典：http://www.aozora.gr.jp/cards/000042/files/4668_13510.html 
 
1.1. 上の「津波と人間」はいつ書かれましたか。それは何があった年ですか。分から

なければ「読む前に」の 1の表を参考にしてください。 
 

 
1.2. 8つの段落の中で、学者 (または学者と被災者) のことが書かれている段落の番号

に○を、石碑について書かれている段落の番号に△をつけてください。 
 

 
1            2            3            4            5            6            7            8 

 
 

1.3. 次の 8つの文はこの読み物の段落の内容を簡単にまとめたものです。それぞれどの
段落にあたるか、段落の番号を書いてください。 
 
a.  (    1    ) 津波のような自然災害は何度も繰り返されるが、災害を未然に防ぐこ 

とはなかなかできない。 
 

b.  ( 	
 	
 ) 地震の後、津波が来るまでに数十分かかることを知らない人が多い。 
 

c.  ( 	
 	
 ) 同じ間違いを繰り返さないために、過去の記録を忘れないようにしてお
くことが大切だ。 

 
d.  ( 	
 	
 ) 学者は、人々が繰り返し起こる地震と津波に備えていないと批判する。 

 
e.  ( 	
 	
 ) 石碑は、倒れたり、碑文が読めなくなってしまったり、石碑のある旧道

が使われなくなったりして、忘れられてしまう。 
 

f.  ( 	
 	
 ) 津波災害予防案を作っても、次の津波の時にはそれを作った人は亡くな
っていたり、子供だった人は当時のことをよく覚えていなかったりする。 

 
g.  ( 	
 	
 ) 警告のために石碑を建てても、時間が経つと埋もれてしまって、次の津

波の警告にはならない。 
 

h.  ( 	
 	
 ) 被災者側は「津波の前に警告を出すべきだ」と学者を批判するが、学者
側は「何年も前に警告を出している」と言う。それに対して、被災者側

は「そんな昔のことは覚えていられない」と反論する。 
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2. 今度はもう一度くわしく読んでいきます。まず、段落 1 をもう一度読んでください。 
2.1. 段落 1は何について書いてありますか。 

 

a.  ( 	
 	
 ) 明治三陸大地震 
b.  ( 	
 	
 ) 自然災害は繰り返す	
  
c.  ( 	
 	
 ) 津波の対策 

 
 

2.2. 次の文の中で正しいものにすべて○をつけてください。 
 

a.  ( 	
 	
 ) 東北の太平洋岸の小都市や村は何度も自然災害で破壊されている。 
b.  ( 	
 	
 ) この地方では、津波の被害は昔から何度も繰り返されている。 
c.  ( 	
 	
 ) 津波災害は何度も繰り返されるので、住民は対策を考えて準備している。 
d.  ( 	
 	
 ) 津波による災害は未然に防ぐことができている。 

 
 

2.3. 「同じような現象」というのはどんな現象ですか。 
 

a.  ( 	
 	
 ) 東北の太平洋岸に津波が来て、沿岸の小都市や村を破壊すること 
b.  ( 	
 	
 ) 1896年に起こった「三陸大津波」のこと 
c.  ( 	
 	
 ) 同じ事が未来においても何度となく繰り返されること 

 

 
2.4.  寺田寅彦はなぜ「同じ事が未来においても何度となく繰り返されるであろう」と考
えているのでしょうか。 
 
 
 

2.5.  「それが、実際はなかなかそうならない」の「そうならない」は何を指
さ

しますか。 
 
 
 

2.6.  「自然現象」と「人間的自然現象」は何のことでしょうか。＿＿＿＿に適切な言葉
を入れてください。 
 

a. 自然現象： 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿に押し寄せてくる＿＿＿＿＿＿のように、＿＿＿＿＿

に何度も繰り返され、＿＿＿＿＿にも何度も繰り返される＿＿＿＿＿の現象。 
 

b. 人間的自然現象： 

何度も起こる自然災害を＿＿＿＿＿に＿＿＿＿＿ことができそうでも、人間

側の失敗で、実際にはなかなか＿＿＿＿＿ことができない＿＿＿＿＿の現象。 
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3.  段落 2と 3を読みましょう。 
3.1.  段落 2の「不用意千万」というのはどういう意味だと思いますか。 

 

a.  ( 	
 	
 ) 一千回も一万回も用意しておかなければならないということ。 
b.  ( 	
 	
 ) 全然用意が出来ていなくてひどいこと。 
c.  ( 	
 	
 ) もっとしっかり用意をしておかなければならないということ。 
d.  ( 	
 	
 ) そんなに用意しておくことは不要であるということ。 

 
 

3.2. 段落 2で学者がしなくてはならないと言っていることは何ですか。2つ選んでくだ
さい。 
 

a.  ( 	
 	
 ) 津波に備える。 
b.  ( 	
 	
 ) 津波が起こることを自覚しない。 
c.  ( 	
 	
 ) うかうかする。 
d.  ( 	
 	
 ) 津波が起こることを自覚する。 

 
 

3.3. 段落 3で被災者が学者のことを「ひどい」と言っているのは、何についてですか。
また学者が被災者を批判していることは何ですか。被災者の意見には「被」、学者

の意見には「学」、どちらも言っていないことには「☓」をつけてください。 
 

a.  ( 	
 	
 ) 津波に間に合うように警告してくれないこと。 
b.  ( 	
 	
 ) 津波が来てから警告を出したこと。 
c.  ( 	
 	
 ) 10年も 20年も前に警告を与えてあること。 
d.  ( 	
 	
 ) 警告を与えてあるのに注意しないこと。 
e.  ( 	
 	
 ) 20年前のことなど覚えていないこと。 
f.  ( 	
 	
 ) 津波が来ているのに黙っていたこと。 
 
 

3.4. 段落 3の「今まで黙っていて、災害のあった後にそんなことを言うのはひどい」	
  
という文の「今」はいつのことですか。また「そんなこと」とはどんなことですか。 
 

a. 今＝ 

 

 

b. そんなこと＝ 
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3.5. 段落 3で、被災者が「20年も前のことなど、この世知辛い世の中でとても覚えて
はいられない」と言っています。 

3.5.1.「20年前のこと」は何のことですか。一つ選んでください。 
 

a. （	
 	
 ） 「地震の後には、津波が来る」と警告していたこと 
b. （	
 	
 ） 地震が起きたこと 
c. （	
 	
 ） 津波が起きたこと 
d. （	
 	
 ） 学者側と被災者側の意見が合わなかったこと 

 
 

3.5.2.「世知辛い世の中で、とても覚えていられない」の「とても〜できない(verb 
     potential negative-form)」の「とても」はどういう意味ですか。 

a. どう頑張
がんば

っても 
b. 非常に	
  
c. 必ず 

 
3.5.3.「覚えていられない」の意味に合っている表現はどれでしょうか。 

 

a. （	
 	
 ） 思い出せない。 
b. （	
 	
 ） 覚えることができない。 
c. （	
 	
 ） 覚えても忘れてしまう。 
d. （	
 	
 ） 忘れることができない。 

 
 

3.5.4. 「世知辛い世の中で、とても覚えていられない」はどういう意味ですか。 
 

a. （	
 	
 ） この世の中には覚えておかなければならないことがありすぎる。 
b. （	
 	
 ） 毎日の生活はとても大変だが、もっと大切なことがある。 
c. （	
 	
 ） 毎日の生活が大変だから、昔に言われたことは忘れてしまう。 
d. （	
 	
 ） この世の中の大切なことは絶対に覚えておかなければいけない。 

 
 

3.6. 津波などの災害が起こると、被災者や学者たちは色々なことを言います。段落 2
と 3によると、次の言葉はどちらから出たものでしょうか。被災者の場合は
「被」、学者の場合は「学」と書いてください。 
 

 

a. （	
 	
 ） 津波は繰り返すのだから、各自で早くから備えて予防すべきだ。 
b. （	
 	
 ） 地震のあとは津波が来るという自覚を持つべきだ。 
c. （	
 	
 ） 警告が遅かった。 
d. （	
 	
 ） 津波が来ることが分かっているなら、もっと早く知らせてほしい。 
e. （	
 	
 ） 津波が起こってから、準備不足を批判するのはひどい。 
f. （	
 	
 ） 20年前に警告してあるのに、それに注意しないからいけない。 
g. （	
 	
 ） 20年前のことなど、この世知辛い世の中では覚えていられない。 
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3.7. 次の学者側の意見に対して、被災者側は何と答えていますか。 
 

学者側 → 被災者側 

被災者は不用意だった。 →  

ずっと前に警告を与えている →  

 
 
4. 段落 4をもう一度読んでください。 
4.1. a~fは、段落 4の災害直後と、時間が発った時の様子を表しています。下の図 
の                 に記号で書き入れてまとめてください。 

 

a. 新聞社や学者が災害の報告をする。 
b. 災害予防案が発表される。 
c. 災害の報告をした人や予防案を書いた人が引退する、または亡くなる。 
d. 災害の時に子どもだった人が大人になる。 
e. 高いところに家を建てる。 
f. 低い所に家を建てる。 

 
 
 

 
 
 
 
 
4.2. 上の図のようになった結果、1933年の津波ではどんなことが起こったのですか。 
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4.3. 段落 4の内容について、最も適切にまとめてあるのはどれですか。 
 

a. （	
 	
 ） 時間が経つと、経験は忘れられていく。 
b. （	
 	
 ） 人間は低い所に家を建てるのが好きな生き物だ。 
c. （	
 	
 ） 経験を次の世代に伝えることには意味がない。 
d. （	
 	
 ） よくない災害予防案は作っても役に立たない。 

 
 

5. 段落 5をもう一度読んでください。 
5.1. この段落で紹介された「考え」は何ですか。 
 
 
5.2. 石碑はどんな所に建てられましたか。 
 
 
 
5.3. 最後に「石碑が埋もれた」と書いてありますが、どのような順序でそうなってし

まいましたか。順番を(     ) に書き入れてください。 
 

a. （	
 	
 ） 何度も移される間に埋もれてしまった。 
b. （	
 	
 ） 人目につきやすい所に石碑を建てた。 
c. （	
 	
 ） 道路が造り直されて、別の所に移された。 

 
5.4. 人目に付きやすい所に建てた石碑が、なぜ埋もれてしまったのでしょうか。 

 
 
 

5.5. 上の 5.1.の「考え」は成功したでしょうか。 
 
 
 
6. 段落 6をもう一度読んでください。 
6.1. この段落には、三陸災害地を見て回った人の話が書いてあります。明治時代の災害
記念碑はどうなっていると書いてありましたか。次の文を完成させてください。 
 
a. ある地方の明治 29年の災害記念碑：２つに＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。→	
 

＿＿＿＿＿＿＿＿て＿＿＿＿＿＿＿＿＿いる。碑文は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。 

b. 別の、ある地方の碑：山腹道路のそばの、よく＿＿＿＿＿＿所に建てた。→	
 

新道が出来たために、記念碑のある旧道は＿＿＿＿＿＿＿＿しまっている。→

誰も石碑を＿＿＿＿＿＿＿。 
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6.2. この二つの例から警告を残すための石碑は役に立ったと言えますか。それはなぜ
でしょうか。 

 
 
 

7.  段落 5と 6をもう一度読んでください。 
7.1.  段落 5 で述べられている石碑は、色々な理由であまり役には立っていなかったよ

うですが、次の点について考え、石碑は長期的に警告を残すことができるでしょ

うか。 
 

・	
 石は材料として適切だろうか。（丈夫さ、強さ） 
・	
 石碑をおく場所に問題はなかっただろうか。 
・	
 丈夫な石を使ったことで過大な安心感が生まれなかっただろうか。 

 
 
 

7.2. 石碑を建てて長期的に警告を残すためには、どのような管理
かんり

が必要でしょうか。ま

た、石碑の代わりにどのようなことができるでしょうか。 
 
 
 
8.  段落 7をもう一度読んでください。 
8.1. この段落によると、津波は地震の後すぐに来ますか。津波が来るまでにどのぐらい
かかりますか。 

 
 
 
8.2. 「知っている人が非常に稀だ」と書いてありますが、何を知っている人が少ないの
ですか。 

 
 
 
8.3. 「平凡な科学的事実」は何を指しますか。 
 

a. （	
 	
 ） 津波が到着するのにかかる時間を知っている人がまれであること 
b. （	
 	
 ） 地震の後津波が到着するまでに数十分かかるということ 
c. （	
 	
 ） 前の津波にあった人でも津波が到着するまでにかかる時間を知らな

 いこと 
 

8.4. 「たいてい、そんなことは知らない」の「そんなこと」は何を指しますか。 
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8.5. 最初の行に「意外な話」とあります。「意外」は「思っていたことと違うこと」と
いう意味ですが、何が、なぜ、意外なのでしょうか。 
 

a.	
 何が意外なのか。 
 
 b.	
 なぜ意外なのか。 
 
 
9.	
 段落 8をもう一度読んでください。 
9.1. 「自然は繰り返す」と書いてありますが、ここでは具体的にはどういうことを言っ
ていますか。 

 
 
 
9.2. ここで「紀元前 20世紀」と書かれているのは何を意味していますか。 
 

a.（	
 	
 ） BC1900~2000年ごろのこと 
b.（	
 	
 ） ずっと昔のことを、紀元 20 世紀と対比している 
c.（	
 	
 ）  縄文時代のこと 

	
  
 

9.3. 紀元 20世紀に起こる同じような災害というのは、この読み物ではどの災害を指し
ますか。 

 
 
 
9.4.「こういう災害」とはどういう災害ですか。 
 

a.（	
 	
 ） 昔からずっと繰り返されてきた災害 
b.（	
 	
 ） 人がよく覚えている災害 
c.（	
 	
 ） よく準備していても起こる災害 

 
 

9.5. そのような災害を防ぐには何をしなければならないと書かれていますか。 
 
 
 
9.6. 「忘れないように努力するより他はないであろう」は、どういう意味ですか。 
 

a.（	
 	
 ） 忘れないように努力することしか方法はない。 
b.（	
 	
 ） 忘れないように努力すること以外にも方法は色々ある。 
c.（	
 	
 ） 忘れないように努力しなければならない。 
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10. 言語学習 
10.1. 語彙/漢字 
10.1.1. 次の漢字に読みがなをつけてください。読み物の中で、その語を使った文を探し

て書いてください。指示された漢字は書き方も覚えてください。 
 

読みがな 文（読みものからの例） 

例：何遍
なんべん

	
  同じような現象は過去において何遍となく繰り返されている。 

破壊 
 

沿岸 
 

対策 
 

未然 
 

自覚 
 

警告 
 

引退 
 

次第に 
 

永久 
 

平凡 
 

記録 
 

改修	
  
 

視察 
 

備える 
 

黙る 
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10.1.2. 適切な言葉を選んで文を完成させてください。 
 

a. 津波が押し寄せてきたら、（沿岸の、内陸の）村は気をつけた方がいい。 

b. 津波は村を（破壊した、被害にあった）。 

c. 津波の被害は過去に何度も（備えてきた、繰り返されてきた）。 

d. 同じ被害は（昨日も、未来にも）繰り返されるだろう。 

e. 住民たちは津波などの（人間的自然現象、自然現象）による被害を未然に 

（防ぐ、備える）ことができるだろうか。 

f. 同じことを（もっと、再び）繰り返さないためにどんな（対策、過去）があ

るか。 

 
10.2.	
 表現/文法	
  
10.2.1. 本文の中で、次の表現を使った文を探して書いてください。 

 

表現 文（読みものからの例） 

〜てもよさそうに思われる 
 

〜するより他はない	
 	
  
 

〜しまわないとも限らない 
 

〜してはいられない 
 

 
10.2.2. 上の表現を使って以下の文を完成してください。 

 
a.	
 地震のあとには津波が来るかもしれないので、うかうか（する）＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。 

b.	
 大きい津波が来ると、村は破壊されて＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。 

c.	
 石碑は丈夫なので、何百年もの間メッセージを伝えることができ＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。 

d.	
 大津波が来てしまうと、人間はその恐ろしさを実感
じっかん

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。 
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III. 読んだ後で  
 
1. グループで以下について話し合ってください。 
 
1.1. 寺田寅彦は、なぜ自然災害は繰り返されると言っていますか。また災害を繰り返さ
ないために人は何をするべきだと言っていますか 
 
 
 
 

1.2. 寺田寅彦は、自然は繰り返すと言いましたが、よく「歴史は繰り返す」とも言われ
ています。この読み物の中ではどのような歴史が繰り返されていますか。 

 
 
 
 
1.3. 自然災害のほかにも、繰り返されている歴史がありますか。それはどんなことでし
ょうか。 

 
 
 
 
1.4. 人間は歴史からいろいろなことを学んでいると思いますか。なぜそう思いますか。 
 
 
 
 
 
2. 次のどちらか一つを選んで、1で話し合ったことを考えながら、400字から 600字
ぐらいであなたの考えを書いてください。 

 
a. 歴史を勉強したり研究したりすることには意味があると思いますか。なぜそ
う思いますか。 
 
 
 
 

b. 自然災害を通して人は何かを学んだと思いますか。また、苦
にが

い経験や失敗を

繰り返さないために人は何をしなければならないと思いますか。 
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パート II	
  震災の記憶を後世の人たちに残したい  
東日本大震災の後、被災地では、災害を繰り返さないためにいろいろな努力がされてい

ます。ここではその一つの例として、高校生の行っているプロジェクトについて学びま

す。 
 
I. 読む前に  
 
1. この写真を見てください。右の 4人は高校生です。こ
の人達の後ろにあるのは、「碑」ですが、何で作られ

ているように見えますか。 
 

     (       ) 石            (       ) 陶器
とうき

（セラミック）      
     (       ) 木            (       ) 金属 

   
 

2. 次の文に、適切
てきせつ

な言葉を入れて、文章を完成ください。 
 

a. 「碑」というのは、記念にするために、何かに文字などを彫
ほ

った物のことです。 

b. 「石碑」というのは、	
 	
 	
 	
 	
 	
 で作られた碑のことです。 

c. 「木碑」というのは、	
 	
 	
 	
 で作られた碑のことです。 

 
 
3. この高校生達は、被災者が津波のことを忘れないように、木碑を作りました。 
3.1.  この木碑には「大きな地震が来たらもどらず高台へ」と書かれています。「どこに
もどらないで、何をする」ようにという警告でしょうか。 
 
 
 

3.2.  どうして、石碑ではなく、木碑にしたと思いますか。みなさんは、作るとしたら、
どちらのほうがいいと思いますか。それはなぜですか。パート１「津波と人間」で

読んだことや話したことを思い出してください。 
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4. 次の例文を読んでください。そして新しい動詞
ど う し

を使って、もう一度文を言ってみ

てください。その後、以下の 3つの文を同じように組み合わせた動詞を使って言い
かえてください。 
 
例：シェークスピアはたくさんの作品を書いて残しました。→	
 書き残す 

 
a. 大切なメッセージを若い人にも伝えて残したい。  →	
 伝え残	
 す 
b. 夏の洋服を（たんすに）入れて冬の洋服と替えた。 →	
 入れ替える 
c. 木碑を建てて四年ごとに替えることにした。	
   →	
 建て替える 

 
 

5. この「復興木碑設置プロジェクト」に取り組んだのは、吉田優作
ゆうさく

さんという高校生

です。吉田さんは岩手県大槌町
おおづちちょう

の出身です。津波で家が全部壊れてしまい、今は

仮設住宅に家族と犬一匹で住んでいます。 
5.1. 地図で岩手県大槌町の場所を見てみましょう。この町は震災でどのぐらいの被害を
受けたと思いますか。また、なぜそう思いますか。（ユニット 1を思い出してくだ
さい。） 

	
 	
 	
  
http://www.anan.ne.jp/muta/HP/pages/etc/e-201308/e-20130802a.html 

 
 
5.2. 吉田さんは、どうしてこのプロジェクトを始めようと思いましたか。正しいと思わ
れるものすべてに○をつけてください。 
 

a.（	
 	
 ） 自分が経験したような災害をこれからは繰り返したくなかった。 
b.（	
 	
 ） 家族が亡くなってしまったので、何か残せることをしたかった。 
c.（	
 	
 ） 震災のことを他の人にも覚えていて欲しかった。 
d.（	
 	
 ） 津波が来たら、皆にすぐに避難して欲しかった。 
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6. 次の言葉の意味を、ヒントを読んで推測して書いてください。読み方も調べて書い
てください。 
 

言葉・読み方 ヒント 言葉の意味 

猛威
もうい

 
猛: 程度がすごい、とてもすごい 
威：とても強い 

 

設置 
設：新しく作る 
置：置く 

 

一瞬 
一：いち 
瞬：目をまばたきするように短い時間 

 

記憶 
記：書く 
憶：覚える、忘れない 

 

腐敗 
腐：くさる 
敗：だめになる 

 

復興 
復：もとにもどる 
興：興る 

 

体験 
体：からだ 
験：確かめること 

 

 
 

7.	
 上のリストから、適切な言葉を選んで、次の文の中に入れてください。 
 

a. お酒を飲み過ぎて、＿＿＿＿＿＿がなくなった。昨日のことを覚えていない。 

b. 人目につく所に木碑を	
 	
 	
 	
 	
 	
 した。 

c. 竜巻
たつまき

 (tornado)が起こった。	
 	
 	
 	
 	
 	
 にして、家や車が空に飛んでいった。 

d. ＿＿＿＿＿＿物は、いやな匂
にお

いがする。 

e. 10年前の津波で町が破壊されたが、今はすっかり	
 	
 	
 	
 	
 	
 した。 

f. インフルエンザが     	
 	
 	
 	
       をふるっているので、学校が閉鎖
へいさ

された。 
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8. 次の表の例文を読んで、言葉の意味を推測してください。日本語が分からなければ
英語で書いてもかまいません。言葉の読み方も書きましょう。 
 

言葉の 
読み方 ヒント 言葉の意味 

奪う 
（例１）どろぼうはあの人のかばんを奪った。 
（例２）戦争で、たくさんの人のいのちが奪われた。 

 

風化する 

（例 1）時間が経つと記憶は風化してしまう。 
（例２）戦争体験が風化して、今ではあの戦争を覚えてい

る人はいない。 

 

刻む 
（例１）公園の木に、ナイフで名前を刻んではいけない。 
（例２）石碑に言葉が刻まれている。 

 

防ぐ 
（例１）戦争を防ぎたい。 
（例２）毎日の運動は、病気を防ぎます。 

 

立派な 

（例１）お金持ちになって、立派な家を建てたいです。 

（例２）立派な息子
むすこ

さんですね。 

 

残す 
（例１）留守番電話にメッセージを残しました。 
（例２）お皿に取った食べ物を残してはいけません。 

 

目を通す 
（例１）毎朝起きたら、まず新聞に目を通す。 
（例２）この手紙は出す前に課長に目を通してもらおう。 

 

目の当た

りにする 

（例１）災害の跡を目の当たりにして、声も出なかった。 
（例２）美しい山々を目の当たりにして、心が清められる

思いがした。 

 

過ち 
（例１）同じ過ちを繰り返したくない。 
（例２）過ちから学びましょう。 
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II.	
 読んでみよう  
 
1. 全文を一度ざっと読んで質問に答えてください。 

 

段落 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
 
 
 

震災の記憶を後世の人たちに残したい   
～3.11復興木碑設置プロジェクト～  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
＜	
 	
 	
 	
 	
 １	
 	
 	
 	
 	
 ＞  
震災後、ニュースで昔にも東日本大震災のような災害があったこと、そしてこ

れからも同じような災害がやってくることを知りました。自然の猛威を目の当

たりにして自分の無力さを感じました。けれども自分の中では、「これから大

災害を体験する人たちに自分たちのように大切な人を一瞬で奪われるつらさを

体験してほしくない」「同じ過ちを繰り返すのは自分たちの世代で最後にした

い」という思いがあり、いろいろな方々と「震災の記憶を伝えるためにはどの

ような活動をしていけばよいのか」というテーマで話し合いをしていました。

そんな時に民俗研究家の結城
ゆうき

登美雄
と み お

さんにお話を伺える機会があり、自分が考

えていることを話したところ「碑を木製にしてみたらどうだ？」と意見をいた

だき、「これなら自分にもできる、絶対に形にしてやる」と思い、「3.11復興
木碑設置プロジェクト」を立ち上げました。 
 
＜	
 	
 	
 	
 	
 ２	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＞  
木碑はその名の通り木製の碑です。高さは約 1m 60cmで幅が 16cmの木の棒で
す。最初は石碑にして残そうかと考えましたが、震災前自分たちは石碑に刻ま

れた言葉に目を通したことがあるのかと振り返ってみると、目を通したことが

ありませんでした。それどころか石碑がどこにあったのかさえ分かりませんで

した。もし石碑に刻まれた言葉を知っていれば、あの日もっと多くの人を助け

られたと思います。 
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3 
 
 
 

 
＜	
 	
 	
 	
 	
 ３	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＞  
津波や地震を経験したその当時の人たちが思いを残そうとしても、石碑だと時

代とともに風化し、その地域の風景の一部になってしまいます。一方、木碑は

木なので腐敗が進んで石碑のように何百年も残りません。木碑を４年に１度新

しい碑に取り換え、木碑を交換するという行為自体を地域の文化にすること

で、記憶の風化を防ぎたいと考えています。木碑に刻むメッセージもその地域

の人たちが集まって考えることで、震災を経験していない人々が木碑を見たと

き、当時の人がどういう思いで作ったのか、どういう言葉を一番伝えたかった

のかが理解できると思います。 
 

出典：http://www.collabo-school.net/myproject/yoshida.html 

 
1.1. 次の見出しは、段落 1、2、3のどれをまとめたものですか。段落 1 の見出しには 1、
段落 2の見出しには 2、段落 3の見出しには 3と書き入れてください。 
 

a.  ( 	
 	
  ) 4年後に新しい木碑を建て替え、震災を思い出すきっかけに 
c.  ( 	
 	
  ) 後世の人たちが、地震や津波で悲しい思いをしてほしくない 
d.  ( 	
 	
  ) もし石碑の言葉を知っていれば、もっと多くの人を助けられた 

 
 
2. 段落 1を読んでください。 
2.1. 吉田さんは、東日本大震災が起こる前に、東北地方には昔も大きな地震があったこ
とを知っていましたか。それは、いつ、どのようにして知りましたか。 
 
 
 

2.2. 「自然の猛威を目の当たりにして自分の無力さを感じました」とあります。 
2.2.1.「自然の猛威」というのはここでは何を指しますか。 

 
 
 

2.2.2.「目の当たりにする」をやさしい言葉で言い換えるとどうなりますか。 
 
 
 

2.2.3.「自分の無力さ」というのはどれですか。１つ選んでください。 
 

a.（	
 	
 ） 自分が強いこと 
b.（	
 	
 ） 自分が何もできないこと 
c.（	
 	
 ） 自分にもできることがあること 
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2.3. 吉田さんが、ここで言っている「つらさ」とはどんなことですか。 
 

a.（	
 	
 ） 大震災を体験すること 
b.（	
 	
 ） 大切な人を一瞬で奪われること 
c.（	
 	
 ） 同じ過ちを繰り返すこと 

 
2.4.「同じ過ちを繰り返すのは自分たちの世代で最後にしたい」と書かれていますが、
「同じ過ち」とはどんな過ちですか。 

 

a.（	
 	
 ） 津波がよく来る東北に住むこと 
b.（	
 	
 ） 津波が来た時に車がなくて逃げられないこと 
c.（	
 	
 ） 津波が来た時にすぐに避難しないこと 

 
2.5. 吉田さんは震災の後、色々な人と会って、あるテーマについて話をしていました。
そのテーマは何でしたか。 
 
 

2.6. 吉田さんがしたかった活動はどのような活動ですか。＿＿に言葉を入れてください。 
 
  	
 	
 	
 	
  

これから＿＿＿＿＿を体験する人たちが、自分達のように＿＿＿＿＿＿＿を体験

しないように、震災の＿＿＿＿を次の世代の人々に＿＿＿＿ための活動です。 

 
2.7. 吉田さんがすることにした活動とは何をすることでしたか。 

 
 
 

2.8. それは吉田さん一人の考えでしたか。 
 
 
 
 
3. 段落 2を読んでください。  
3.1. 吉田さん達が建てた木碑の大きさはどのぐらいですか。 
 

 
 

3.2. 吉田さん達は最初から木碑を作るつもりでしたか。 
 

（	
 	
 	
 ）はい	
 	
 	
 	
 	
 (	
 	
 	
 )いいえ 
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3.3. 以前、吉田さんは石碑に書かれている言葉を見たことがありましたか。 
 

（	
 	
 	
 ）はい	
 	
 	
 	
 	
 (	
 	
 	
 ) いいえ 
 

3.4. 以前、吉田さんは石碑の場所を知っていましたか。 
 

（	
 	
 	
 ）はい	
 	
 	
 	
 	
 (	
 	
 	
 ) いいえ 
 

 
3.5. 段落 2の次の文について、吉田さんの気持ちを言い換えてください。 

 

もし石碑に刻まれた言葉を知っていれば、あの日多くの人を助けられたと思います。 

↓ 
 

石碑に刻まれた言葉を知らなかったので、あの日、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。 

 
3.6. 段落 2から分かる石碑の問題点を 2つ書いてください。 

 

 a. 
 
 b. 
 
 
4. 段落 3 をもう一度読んでください。 
4.1. 次の文を読んで、石碑に関することには「石」、木碑に関することには「木」、両
方に関することには「石木」と書いてください。 
 

a.（	
 	
 ） 津波や地震を経験した人たちが思いを残すために建てる。 
b.（	
 	
 ） 風化する。 
c.（	
 	
 ） 腐敗する。 
d.（	
 	
 ） 地域の風景の一部になる。 
e.（	
 	
 ） 何百年も残らない。 
f.（	
 	
 ） 何百年も残る。 
g.（	
 	
 ） 4年に一度取り替える。 
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4.2. 石碑と木碑を比べてそれぞれの特徴を書いてください。また、共通点も書いてく
ださい。 

 

 
 
 
 
4.3. 石碑と木碑についてまとめてください。下から言葉を選んで、（    ）の中に入れ

てください。 
 

石碑も木碑も震災の（                ）を刻み残すことができる。しかし、石碑は時代とと

もに（               ）してしまい、文字が読めなくなってしまう。また、木碑は数年たつ

と（             ）してしまう。吉田さんは（             ）に一度、木碑を（               ）こと

によって、その町の人が震災のことを忘れないようにしてもらいたいと思っている。 

 

↑↑↑ 
 

4年        記憶        腐敗        風化        建て替える 

 
 

4.4. このプロジェクトでは、4年ごとに木碑を建て替える予定です。一番最初の木碑
は 2012年に建てられました。この後、何年に建てられますか。 
 
	
 	
 	
 2012年  →  (      	
   ) 年 →  (    	
     ) 年 →  (    	
     ) 年 →  (       	
  ) 年 
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4.5. グループを作って話し合ってください。 
4.5.1. 石碑が「その地域の風景の一部になってしまう」というのはどういうことですか。 

 
4.5.2. このプロジェクトでは何をすることによって記憶の風化を防ごうとしていますか。

方法を 2つ書いてください。 
 

 a. 
 
 b. 

 
 

4.5.3. 「木碑を交換するという行為自体を地域の文化にする」というのはどういう意味
でしょうか。 
 
 
 

4.5.4. 木碑に刻むメッセージは誰が考えることになっていますか。その利点は何ですか。 
 
 
 

4.5.5. 震災を経験していない人々が木碑を見た時に、何が理解できるのでしょうか。 
2つ書いてください。 
 

 a. 
 
 b. 
 
 

4.5.6. 「当時の人がどういう思いで作ったのか、どういう言葉を一番伝えたかったのか
が理解できる」と書かれていますが、それはどういう思いだったのでしょうか、

又どういう言葉を伝えたかったのでしょうか。 
 
	
 	
  

 
5. もう一度、全文を読んでみましょう。 
5.1. 次の文の内容は、どの段落に書かれていますか。段落の番号を書いてください。 
 

a.（	
 	
 ） 木碑は、高さが約 1m60cmで幅が 16cmの木の棒だ。 
 
b.（	
 	
 ） 石碑や木碑は、時代とともに風化してしまうので、災害を経験した人 

 の思いは残らない。 
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c.（	
 	
 ） これから大災害を体験する人たちに、自分たちのようにつらい体験を 
 してほしくないと思った。 
 
d.（	
 	
 ） 震災前には石碑に刻まれた言葉も石碑があった場所も知らなかったこ 
 とに気づいた。 
 
e.（	
 	
 ） 木碑を 4年に一度新しい碑に取り換えることで、木碑の交換が地域の 
 文化となって、記憶の風化が防げるのではないかと考えた。 
 
f.（	
 	
 ） 震災の記憶を伝えるためにはどのような活動をすればいいか話し合っ 
 た。	
  

 
 
5.2. 次の文は、この読み物に出てくる吉田さんの考えをまとめたものです。どんな言

葉が入るか考えて入れてください。下の 	
 	
 	
 	
 	
  から言葉を選んでください。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
 

どんなに立派な＿＿＿＿や像を建てても、＿＿＿＿＿とともに震災の記憶

は＿＿＿＿してしまう。だから僕は、４年ごとに、木碑を＿＿＿＿て、 

住民の思いを＿＿＿＿込み、建て替えという＿＿＿＿＿をつくって、震災

の記憶を＿＿＿＿＿＿。 

 

  刻み	
         文化	
 	
 	
 風化	
 	
 建てかえ	
 	
 伝え残す	
 	
 	
 石碑	
 	
 	
 時代 

 
 
6. 言語学習	
   	
  
6.1. 語彙 
6.1.1. 次の漢字に読みがなをつけてください。読み物の中で、その語を使った文を探し

て書いてください。指示された漢字は書き方も覚えてください。 
 

読みがな 文（読みものからの例） 

例：震災
しんさい

 震災を経験していない人々が木碑を見たときに…….理解できる。 

風化 
 

記憶 
 

猛威 
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体験 
 

過ち 
 

奪う 
 

幅 
 

風景 
 

腐敗 
 

地域 
 

行為 
 

交換 
 

繰り返す 
 

 
 
6.1.2. 下の例文を読んだ後で、それぞれの言葉を使って文を作ってください。読み物の

中からこの言葉を使った文を探してもいいです。 
 
a. 伝え残す →この地方には色々な昔話が伝え残されている。 
 

書き残す →  

 
b. 買い換える → 古いジーンズを、新しいジーンズに買い換えました。 

 

建て換える →  

 
c. 刻み込む → 木碑に大切なメッセージを刻み込みました。 

 

詰め込む →  
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6.2. 文法 
6.2.1. 下線の動詞は、可能形

かの う け い

（potential)、受動態
じゅどうたい

（passive)のどちらでしょうか。可能形
かの う け い

には「可」、受動態
じゅどうたい

には「受」と書いてください。 
 

a.  ( 	
 	
 ) 私は二時間休まないで泳げます。 
b.  ( 	
 	
 ) 「津波と人間」は 1933年に寺田寅彦によって書かれた。 
c.  ( 	
 	
 ) 津波で家が流されてしまった。 

d.  ( 	
 	
 ) 先週、どろぼうにコンピュータと財布
さいふ

を盗
ぬす

まれてしまった。 

e.  ( 	
 	
 ) 津波で、多くの人の命
いのち

が奪われた。 
f.  ( 	
 	
 ) 石碑の言葉を知っていれば、あの日もっと多くの人を助けられたと思う。 

g.  ( 	
 	
 ) ここに「駐車禁止
ちゅうしゃきんし

」と書いてあるので、車を止められない。 
h.  ( 	
 	
 ) この木碑には「大きな地震が来たら戻らず高台へ」と刻まれている。 

 
 
III. 読んだ後で	
  
 
1. 吉田さんは、木碑プロジェクトの活動について Facebookでも報告しています。 

https://www.facebook.com/pages/311復興木碑設置プロジェクト/438516459561125 
2013年 3月 14日、 6月 19日、 8月 29日、2014年 3月 11日の書き込みを読んで、
下のタイムラインの質問に答えてください。そして、2014年 3月 11日の完成した
木碑の写真を見た後で、グループで Facebookに励ましの書き込みをしましょう。 
 
 

 
2. 自然は繰り返します。日本では将来、再び大地震が起こる可能性があります。その
時、この「木碑プロジェクト」の効果があると思いますか。なぜそう思いますか。 

2013年	
 
3月14日 

• 吉田さんは一つ木碑を建てました。あといくつ建てたいと思ってい
ますか。 

2013年	
 
6月19日 

• 吉田さんは心配になりました。なぜですか。 

2013年	
 
8月29日 

• 吉田さんは木碑と一緒に何を設置したいと思いましたか。２つ探し
てください。 

2014年	
 
3月11日 

• 書き込みと木碑の写真を見てください。8月29日に吉田さんが設置し
たいと思っていたものはありますか。 
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3. この木碑プロジェクトの活動が、地元の河北
かほく

新報に掲載
けいさい

されました。時間のある人

は、読んでみましょう。 
http://www.collabo-school.net/news/media/2014/06/10/12773/ 
 

 
 
最後に  
 
1. パート 1で寺田寅彦が言っていた「災害を防ぐ方法」と、パート 2の吉田さんの木
碑プロジェクトは、どのように関係がありますか。次の言葉をキーワードとして、

グループで話し合ってください。 
	
  
キーワード：石碑の利点、木碑の利点、風化、記憶、伝える 

 
 
2. 東日本大震災の後、人は繰り返される自然災害の歴史にどのように対応していこう
としていますか。人間は歴史から学ぶことができると思いますか。 

 
 
 
3. 次の中から好きなプロジェクトを一つ選んで取り組んでください。 
3.1. 「桜ライン」というプロジェクトがあります。 

http://www.sakura-line311.org/about 
このウェブサイトを見て、内容を話し合い、吉田優作さんの木碑プロジェクトと

の関係を考えてください。このプロジェクトと木碑プロジェクトとの共通点や相

違点は何でしょうか。また、それは寺田寅彦の考えとどのようにつながりますか。 
 

 
3.2. 「津波と人間」を書いた寺田寅彦は、昭和三陸地震 (1933年) の 2年後に亡くな

りました。今は亡き寺田さんに、昭和三陸地震の後人々はどうしたか、2011年
の東日本大震災の時はどうだったか、600 字から 1000 字ぐらいで「報告の手紙」
を書いてください。人々がどのように震災のことを忘れないように努力をしてい

るかなど、このユニットで学んだことも書いてください。 
 
 
3.3. 日本では大きな地震が繰り返し起こっています。人々は震災のことを忘れず悲劇

を繰り返さないための努力をしています。このユニットで学んだ石碑や木碑の他

に、みなさんは、どんな方法が一番役に立つと思いますか。クラスで話し合った

後、クラスメート以外の人と意見交換をしましょう。利用するツールは、大学の

ディスカッションボードや、ブログ、wiki、Facebook等、いろいろなメディア
があります。それぞれのツールの特徴を考えて、自分達の目的に一番合ったツー

ルを選び、他の人と意見交換してください。そして、自分やグループのアイディ

アを発表しましょう。 


